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（参考資料 1） 

これまでの木津川管内河川レンジャーの活動状況 

 

１．概況 

木津川出張所管内で河川レンジャーが誕生したのは平成 18年度からであり、これま
でに 250 回の活動が行われ、活動参加者は 3 万人を超えています。河川レンジャー数
は、平成 18年に 1名からスタートし、平成 21年度から 3～4名の間で推移しています。 
活動分類からみると、過去最も多く行われているのは、自然観察に関する活動であり、

次いで学校への出前講座やワークショップなどの啓発その他に関する活動です。水利用、

防災に関連する活動は回数が少なくなっています。 
参加者数が多いのは広報に関する活動で、これまでに参加者は 2万人を超えています。
これは当管内で行われた全活動参加者数の約 2/3に相当します。 
 

表１ 木津川管内河川レンジャー活動状況（平成 18 年度～24 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
＊活動内容分類の定義は以下の通り。 

活動分野 内容 
河川美化 河川清掃の活動等 
環境保全 ヨシ原の保全や外来種対策に関する活動等 
啓発その他 全般的な河川の学習、啓発に関する活動等。 
広報 河川レンジャーに関する説明や活動紹介、淀川に関する紹介等 
自然観察 植物や野鳥の観察など、淀川の自然を観察する活動 
水利用等 水質調査や河川水の利活用を学ぶ活動等 
防災 防災施設の見学や治水について学ぶ活動等 

 

注１）事務局の判断で分類 

注２）重複する分野は主要な分野でカウント 

注３）Ｈ24 年度はＨ25.1.31 までのデータを集計 

年度
河川
レンジャー数

河川美化 環境保全
啓発
その他

広報 自然観察 水利用等 防災 総計

活動回数 1 3 4

参加者数 20 48 68

活動回数 2 1 2 6 11

参加者数 51 58 720 304 1,133

活動回数 2 2 4 4 12 1 25

参加者数 32 120 337 696 626 23 1,834

活動回数 1 2 7 5 12 1 28

参加者数 24 76 649 7,103 609 208 8,669

活動回数 4 6 5 10 16 2 43

参加者数 102 320 248 9,212 807 818 11,507

活動回数 5 4 16 12 12 10 3 62

参加者数 144 92 870 3,863 868 242 266 6,345

活動回数 2 22 16 8 11 16 2 77

参加者数 44 283 900 1,646 316 972 236 4,397

活動回数 16 36 49 41 70 26 12 250

参加者数 397 891 3,062 23,240 3,550 1,214 1,599 33,953

18

19

20

21

1名

1名

1名

3名

合計

22

23

4名

4名

24 4名

1



 
 活動内容ごとに活動回数の推移を見ると、自然観察と防災の２つの活動から徐々に分

野を広げながら、活動回数も増加を続けている。平成 23年度からは水利用に関する活
動が行われており、すべての分野で活動が実施されるようになった。 
参加者数では、平成 22年度が最大となっている。この年は夏休み期間に淀川資料館
を活用した木津川展が開催されるなど、広報活動への参加者が多かったためと考えられ

る。また、防災、自然観察の分野でも多くの参加者を集めている。 
平成 23年度は前年に比べると参加者数が減少している。広報活動への参加者数減少
が主な原因である。 
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２．活動内容/回数 

 
 活動内容と回数の関係に着目すると、河川美化、環境保全や防災分野の活動は、あま

り回数に増減はなく、毎年一定数実施されてきている。啓発その他の分野については、

平成 23年度にとくに数多く取り組まれた活動である。 
なお、取り組まれた分野の活動実施回数は増加傾向にある。 
 

表２ 木津川管内河川レンジャー活動回数（平成 18～23 年） 
年度 河川美化 環境保全 啓発その他 広報 自然観察 水利用等 防 災 総 計 

18         1   3 4 
19 2   1 2 6     11 
20 2 2 4 4 12   1 25 
21 1 2 7 5 12   1 28 
22 4 6 5 10 16   2 43 
23 5 4 16 12 12 10 3 62 
24 2 22 16 8 11 16 2 77 
合計 16 36 49 41 70 26 12 250 

 
   
 

図２  木津川管内河川レンジャー活動回数（平成 18～24 年） 
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３．活動内容/参加者数 

 
活動内容と参加者数の関係に着目すると、当管内では、広報活動が突出して多くの参

加者を集めている。広報活動は行政主催のイベントなどへの出展であり、1回あたりの
参加者数が多いため、開催回数が減ると参加者数も大きく減少するなど、参加者数全体

の数字に与える影響が大きい。 
自然観察については、毎年数多くの参加者に親しまれている活動となっている。防災

に関しては平成 22年度に数多くの参加者を集めている。 
昨年度、活動回数が大きく増加した啓発その他の活動については、参加者数も多く、

昨年だけで 1,000名を超えている。 
 

表３ 木津川管内河川レンジャー活動参加者数（平成 18～23 年） 

年度 河川美化 環境保全 啓発その他 広報 自然観察 水利用等 防 災 総 計 

18         20   48 68 
19 51   58 720 304     1,133 
20 32 120 337 696 626   23 1,834 
21 24 76 649 7,103 609   208 8,669 
22 102 320 248 9,212 807   818 11,507 
23 144 92 870 3,863 868 242 266 6,345 
24 44 283 900 1,646 316 972 236 4,397 
合計 397 891 3,062 23,240 3,550 1,214 1,599 33,953 

  
 
 
 
 
 
 

図３  木津川管内河川レンジャー参加者数（平成 18～24 年） 
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４．活動内容/活動場所 

これまでに木津川管内で実施された活動を行政区で整理すると表の通りである。 
当管内では、自然観察、広報を目的とした活動を中心に、京田辺市において最も活発

に活動が行われており、参加者数も群をぬいている。次いで活動が多く行われているの

は木津川市である。なお、木津川右岸側では広報に関する活動が行われていない。 
  

表４ 活動内容/行政区における活動回数（平成 18～23 年） 

活動区域 種別 
河川 
美化 

環境 
保全 

啓発 

その他 
広報 

自然 
観察 
水利用
等 
防災 総 計 

久御山町 回数 1 1   1 1  4 

 人数 20 36   27 37  120 

城陽市 回数 1 1 1  5 1 1 10 

 人数 5 51 53  126 10 23 268 

井出町 回数     1   1 

 人数     27   27 

和束町 回数  1 1  1   3 

 人数  57 87  49   193 

笠置町 回数  1 1  2   4 

 人数  36 31  103   170 

八幡市 回数 4 1 2 3 4  2 16 

 人数 116 36 152 203 226  818 1,551 

京田辺市 回数 11 4 8 20 23 1 2 69 

 人数 264 152 734 17,562 1,578 45 229 20,564 

精華町 回数   1   2  3 

 人数   22   58  80 

木津川市 回数 4 9 15 5 20 4 5 62 

 人数 143 384 966 865 1,039 71 304 3,685 

回数   4 6 4 1 1 16 その他の

地域 人数   117 2,974 75 21 37 3,224 

＊複数区にまたがる活動はそれぞれの行政区でカウントしている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４  木津川管内 行政区 
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①久御山町 

 久御山町では、平成 19年以降、公共施設を利用した水利用に関する活動 1回と、周
辺市町にまたがって河川美化や環境保全などに取り組む河川区域内の活動が 3 回実施
されている。 
啓発その他、広報、防災の分野に関する活動はない。 
 

表５ 久御山町における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

*活動場所の分類の考え方について（各区河川レンジャー活動一覧に適用） 

河川区域内ポイント：河川区域内でポイント的に実施 

河川区域内コース：河川区域内で複数ポイントで実施 

河川区域外ポイント：河川区域外でポイント的に実施 

河川区域外コース：河川区域内で複数ポイントで実施 

河川管理施設：排水機場、大堰、水門など関連施設 

学校：小中学校、大学など 

行政庁舎等：区役所等 

公共施設等：図書館、資料館等 

 

②城陽市 

 城陽市では、平成 20年以降 10回の活動が実施されている。 
河川区域内で自然観察を中心とした活動が 6回、小学校と連携して自然観察や防災に
ついて学ぶ活動が 4回実施されている。 
広報に関する活動は行われていない。 

 
表６ 城陽市における河川レンジャー活動一覧 

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

久御山町 公共施設等ＹＯＵホールミーティングルーム 23 1 1
公共施設等 集計 1 1

久御山町 集計 1 1
恭仁大橋～木津川橋梁 19 1 1
木津川河川敷 20 1 1
久御山町役場～京都市伏見区淀生津 23 1 1

河川区域内コース 集計 1 1 1 1
久御山町・八幡市・京田辺市・木津川市・笠置町 集計 1 1 1
総計 1 1 0 0 1 1 0 4

久御山町
他周辺区

河川区域
内コース

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

城陽市 今池川 21 1 1
新十六川 22 1 1
城陽市水主地先 23 1 1

河川区域内ポイント 集計 3 3
上津屋橋～城陽市地先ゲートボール場 20 1 1
富野荘荘駅～寺田駅 21 1 1
荒州北橋～城陽・宇治市行政区界周辺 23 1 1

河川区域内コース 集計 1 1 1 3
城陽市立　冨野小学校 20 1 1

21 1 1
城陽市立　古川小学校 23 1 1 2

学校 集計 1 1 1 1 4
総計 1 1 1 0 5 1 1 10

河川区域
内ポイント

河川区域
内コース

学校
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③井出町 

井出町では、平成 21年に玉川沿川で自然観察活動が 1回実施されている。 
 

表７ 井出町における河川レンジャー活動一覧 

 
 
 
 
 
④和束町 

和束町では、平成 21年から毎年 1回の活動が実施されている。 
いずれも河川区域内で実施されたもので、環境保全、啓発その他、自然観察の分野の

活動である。 
 

表８ 和束町における河川レンジャー活動一覧 

 
 

 

 

 

 

⑤笠置町 

笠置町では、平成 20年以降、4回の活動が実施されている。 
いずれも河川区域内で実施されたもので、環境保全、啓発その他、自然観察の分野の

活動である。 
 

表９ 笠置町における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

井手町 河川区域
内ポイント

玉川沿川 21 1 1

河川区域内ポイント 集計 1 1
総計 0 0 0 0 1 0 0 1

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

和束町 和束川 21 1 1
祝橋河川敷 22 1 1

23 1 1
河川区域内ポイント 集計 1 1 1 3

総計 0 1 1 0 1 0 0 3

河川区域
内ポイント

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

笠置町
河川区域
内ポイント

笠置橋河川敷 20 1 1

河川区域内ポイント 集計 1 1
笠置川・白砂川 20 1 1

22 1 1
河川区域内コース 集計 2 2

笠置町 集計 1 2 3
河川区域
内コース

木津川河川敷 20 1 1

河川区域内コース 集計 1 1
久御山町・八幡市・京田辺市・木津川市・笠置町 集計 1 1
総計 0 1 1 0 2 0 0 4

久御山町
他周辺区

河川区域
内コース
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⑥八幡市 

 八幡市では、平成 19年以降、16回の活動が実施されている。 
 河川区域内では上津屋橋付近を中心に、啓発その他や自然観察活動が行われている。

公共施設では、流れ橋交流プラザや洛南浄化センター運動広場などが活用されている。 
 また、八幡市をはじめ木津川沿川の市町で、河川美化活動が毎年のように行われてい

る。 
 

表 10 八幡市における河川レンジャー活動一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

八幡市 上津屋橋河川敷 20 1 1
21 1 1
22 1 1

上津屋橋～やわた流れ橋交流プラザ 22 1 1
岩田辻垣内地先 21 1 1
背割堤 22 1 1

河川区域内ポイント 集計 2 3 1 6
学校 八幡市立　八幡小学校 22 1 1
学校 集計 1 1
公共施設等流れ橋交流プラザ 19 1 1

城南衛生管理組合洛南浄化センター
運動広場

23 1 1

公共施設等 集計 2 2
八幡市 集計 2 2 3 2 9

恭仁大橋～木津川橋梁 19 1 1
木津川河川敷 20 1 1
恭仁大橋～三川合流地点 22 1 1
上津屋橋～手原川 22 1 1 2
山城大橋～手原川 23 1 1
開橋・山城大橋・流橋・木津川大橋 23 1 1

河川区域内コース 集計 4 1 1 1 7
八幡市・久御山町・京田辺市・木津川市 ・笠置町 集計 4 1 1 1 1
総計 4 1 2 3 4 0 2 16

河川区域
内ポイント

河川区域
内コース

八幡市他
周辺区
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⑦京田辺市 

京田辺市では、平成 18年以降、69回の活動が実施されており、管内屈指の活動エリ
アとなっている。 
河川区域内では山城大橋付近で自然観察の活動がさかんに実施されている。馬坂川、

防賀川でも継続的な取り組みが行われている。 
公共施設では、木津川運動公園、京田辺市中央体育館、京田辺市中部住民センターな

どが広報活動の場として毎年利用されている。 
 周辺地域も含めた取り組みとして、河川美化活動や自然観察などが実施されている。 
 

表 11 京田辺市における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

京田辺市 山城大橋河川敷 19 1 1
20 2 2
21 1 1
22 4 4
23 2 1 2 5

馬坂川 20 1 1
21 1 1
22 1 2 3
23 1 1 2

防賀川 22 1 1
23 1 1

千原川・防賀川 20 1 1
興戸地先防賀川河畔 23 1 1

河川区域内ポイント 集計 4 2 4 2 12 24
山城大橋～天津神川 18 1 1

19 1 1
 中部住民センター山城大橋～近鉄鉄橋 19 2 2

近鉄鉄橋～手原川 19 1 1
京田辺市青上～七反割周辺 20 1 1
近鉄輿戸駅～山本駅旧跡 20 1 1
山城大橋～手原川 20 1 1

22 1 1
木津川左岸草内地区～藤木 21 1 1
山城大橋～近鉄鉄橋 22 1 1
新興戸公民館～田辺府営団地 23 1 1
新田辺駅～草内地区 23 1 1
田辺団地第3集会所～山田川 23 1 1
玉水橋～山城大橋 23 1 1

河川区域内コース 集計 4 1 9 1 15
学校 京田辺市立　草内小学校 20 1 1

京田辺市立　田辺東小学校 23 1 1
学校 集計 1 1 2
公共施設等木津川運動公園 19 1 1

20 1 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1

京田辺市中央体育館 20 1 1
21 3 3
22 1 1

京田辺市　中部住民センター 20 2 2
22 1 1
23 1 2 3

京田辺市商工会館 20 1 1
京田辺市立社会福祉センター 22 1 1
京田辺市中央公民館 23 2 2

公共施設等 集計 1 2 17 20
京田辺市 集計 8 3 8 19 21 1 1 61

恭仁大橋～木津川橋梁 19 1 1
木津川河川敷 20 1 1
上津屋橋～手原川 22 1 1 2
棚倉駅～三山木駅 23 1 1
開橋・山城大橋・流橋・木津川大橋 23 1 1
山城大橋～手原川 23 1 1

河川区域内コース 集計 3 1 1 2 7
河川管理
施設

山城大橋～下の浜樋門工事
木津川出張所 23 1 1

河川管理施設 集計 1 1
京田辺市・久御山町・八幡市・木津川市・笠置町 集計 3 1 1 2 1 8
総計 11 4 8 20 23 1 2 69

河川区域
内ポイント

河川区域
内コース

京田辺市
他周辺区

河川区域
内コース
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⑧精華町 

精華町では、平成 21年以降、3回の活動が実施されている。 
活動内容は、河川区域内での水質調査を中心に水利用を学ぶ活動や、公共施設を利用

した広報（自治体イベントでの出前授業）に関する活動である。 
 

表 12 精華町における河川レンジャー活動一覧 

  
 
 
 
 
 
⑨木津川市 

木津川市では、平成 18年以降、62回の活動が実施されており、京田辺市と並ぶ管内
屈指の活動エリアとなっている。 
河川区域内では開橋付近で継続的に自然観察活動が実施され、近隣の木津川流域セン

ター付近の河川敷も自然観察のポイントとなっている。 
さらに木津川流域センターは啓発その他の活動や防災に関する活動が毎年実施され

るなど、この地域での活動の拠点となっている。 
公共施設では、木津川市リサイクル研修ステーションで広報などの活動が行われてい

るほか、地域の集会所なども活用されている。 
 周辺地域も含めた取り組みとして、河川美化活動などが実施されている。 
 

 

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

精華町 乾谷区集会所～山田川 23 1 1
祝園駅～煤谷川 21 1 1

河川区域内コース 集計 1 1 2
公共施設
等

けいはんな記念公園恵みとくらしの広
場 23 1 1

公共施設等 集計 1 1
総計 0 0 1 0 0 2 0 3

河川区域
内コース
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表 13 木津川市における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

木津川市 開橋河川敷 19 1 1
20 2 2
21 1 1
22 1 1

上狛川 21 2 2
22 2 2

 木津川流域センター木津川河川敷 21 2 2
22 2 2
23 1 1

新川 22 1 1
23 1 1

赤田川 20 1 1
不動川 22 1 1
木津川市立中央体育館～鹿川 22 1 1
北河原河川敷 23 1 1
鹿川 23 1 1
木津川市役所山城支所～上狛川 23 2 1 3

河川区域内ポイント 集計 7 3 12 1 24
上狛駅～山城総合センターアスピア
やましろ

20 1 1

近鉄鉄橋～手原川 21 1 1
新川・赤田川 21 1 1

 上狛川山城町福祉ホール会議室 23 1 1
木津川市立中央体育館～鹿川 23 1 1

河川区域内コース 集計 1 3 1 5
木津川流域センター～サンフォレスト
の森

21 1 1

加茂大橋～山城国分寺 22 1 1
河川区域外コース 集計 2 2

木津川流域センター 18 2 2
19 1 1 2
21 1 1 2
22 1 1 1 3
23 1 1 1 3

河川管理施設 集計 1 4 2 1 1 3 12
学校 京都府立　木津高校 20 1 1

木津川市立　木津川台小学校 21 1 1
22 1 1
23 1 1

学校 集計 4 4
公共施設等山城総合センターアスピアやましろ 18 1 1

木津川市リサイクル研修ステーション 21 1 1
22 1 1
23 1 1

木津川市加茂町あじさいホール 23 1 1
木津川市柘榴地区集会所 23 1 1
田辺府営団地第４集会所 23 1 1
不動川砂防公園 23 1 1
木津川運動公園 23 1 1

公共施設等 集計 3 3 1 1 1 9
木津川市 集計 1 8 15 5 19 4 4 56

恭仁大橋～木津川橋梁 19 1 1
木津川河川敷 20 1 1
恭仁大橋～三川合流地点 22 1 1
棚倉駅～三山木駅 23 1 1
開橋・山城大橋・流橋・木津川大橋 23 1 1

河川区域内コース 集計 3 1 1 5
河川管理
施設

山城大橋～下の浜樋門工事
木津川出張所

23 1 1

河川管理施設 集計 1 1
木津川市・久御山町・八幡市・京田辺市・笠置町 集計 3 1 1 1 6
総計 4 9 18 5 20 2 5 62

河川区域
外コース

河川管理
施設

河川区域
内コース

河川区域
内ポイント

河川区域
内コース

木津川市
他周辺区
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⑩その他の地域の活動について 

平成 20年以降、木津川出張所管内河川レンジャーは京都市、枚方市など広域にわた
って河川レンジャー活動を行っている。その活動回数は 16回である。 
活動内容を見ると、京都テルサ、淀川資料館などの公共施設を利用した広報活動や、

向島ヨシ原などでの自然観察活動が行われている。 
 
 

表 14 その他の地域の河川レンジャー活動一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動区域
活動場所
分類

活動場所 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他
広報
自然
観察
水利用
等
防災 総計

名張市 河川区域外
上野遊水池集中管理センター～長田
橋周辺河川敷

23 1 1

名張市 集計 1 1
宇治市 河川区域

内コース
名木川～南宇治コミュニティセンター 23 1 1

行政庁舎等宇治産業会館 23 1 1
宇治市役所 23 1 1

宇治市 集計 2 1 3
京都市
南区

公共施設等京都テルサ 23 1 1

京都市南区 集計 1 1
20 1 1
22 1 1

河川区域
内コース

向島　ヨシ原～太閤堤 23 1 1

河川区域
外コース

向島　ヨシ原～御香宮 21 1 1

公共施設等
京都府総合見本市会場
（パルスプラザ）

23 1 1

京都市伏見区 集計 1 4 5
南山城村 河川管理施高山ダム 23 1 1
南山城村 集計 1 1
奈良市 公共施設等奈良県文化会館 22 1 1
奈良市 集計 1 1
枚方市 公共施設等淀川資料館 22 3 3
枚方市 集計 3 3

三田市 公共施設等
兵庫県立人と自然の博物館
（兵庫県 三田市）

23 1 1

三田市 集計 1 1
総計 0 0 4 6 4 1 1 16

京都市
伏見区

河川区域
内ポイント

向島　ヨシ原
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５．活動内容/河川レンジャー数 

 
活動内容ごとに管内の河川レンジャー数の推移を見ると表 15の通りである。また、
当管内の特徴である連携活動については表 16で整理した。 
活動開始当初から、1名の河川レンジャーが複数分野に取り組んだ活動を続けており、
河川レンジャー数が 4名となった現在では、すべての分野を網羅した活動が行われてい
る。 
河川美化、防災、水利用分野については 23年度時点で取り組んでいる河川レンジャ
ーは 1名であるが、その他の分野は複数で取り組まれている活動である。ただし、河川
美化、防災については、連携活動として取り組まれている。 
広報、啓発その他の活動については管内の全レンジャーで取り組まれている。 
 

表 15 木津川管内における活動内容と河川レンジャー数（延べ人数） 

年度 
レンジャー 

数 

河川 

美化 

環境 

保全 

啓発 

その他 
広 報 

自然 

観察 
水利用等 防 災 総計 

18 １名         1   1 1 
19 １名 1   1 1 1     4 
20 １名 1 1 1 1 1   1 6 
21 ３名 1 1 3 2 3   1 11 
22 ４名 1 1 1 1 3   1 8 
23 ４名 1 2 3 4 2 1 1 14 
総計 5 5 9 9 11 1 5 45 

注 1）河川レンジャーは複数分野で活動しているため、総計はレンジャー数と一致しない 
注 2）複数の河川レンジャーで連携した活動は含んでいない 

 

表 16 木津川管内における活動内容と連携活動 

年度 
レンジャー 

数 

河川 

美化 

環境 

保全 

啓発 

その他 
広 報 

自然 

観察 
水利用等 防 災 総計 

18 １名         
19 １名         
20 １名         
21 ３名     1         1 
22 ４名 1   1 1 1   1 5 
23 ４名 1   1 1 1   1 5 
総計 2  0 3 2 2 0 2 11 
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沿川自治体総合計画等
自治体
名

計画名 事業分野等1 事業分野等2 事業名等 事業内容 担当部局 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災

久御山町第6次総合計画
水を守る環境を創出す
る

河川 河川の正しい利用と愛護
思想啓発事業

河川の正しい利用への理解と関心を高め、河川愛護思想の普及を図るた
め、河川愛護月間（7月）に啓発を行う。 建設課

24～26
年 ● ●

青少年を健やかに育
て、守るための環境を
つくる

青少年育成 子ども居場所づくり事業 子どもたちが心豊かで健やかに育つ環境づくりのため、地域と学校等が連携
し、土曜日等を利用して、地域の集会所等において「久御山まなび教室」を開
催し、子どもたちに体験･学習活動ができる機会などを提供する。 社会福祉協議会 ● ● ● ● ●

世代を超えて参加でき
る生涯学習を推進する

社会教育 生涯学習推進事業 だれもが学ぶことのできる生涯学習の機会や場所を確保するため、「生涯学
習推進計画」に基づき、多様な学習機会や学習情報の提供、住民の自主的
な学習活動の支援など、各種の生涯学習関連施策を総合的・計画的に進め
る。また、計画の策定に向けた住民意識調査を行う。

社会福祉協議会 ● ● ● ● ●

環境にやさしいまちをつ
くる

環境保全 自然環境保全事業 自然環境の保全と環境意識の向上のため、前川桜並木の保全管理を行って
いる団体に対し補助を行うとともに、自然に親しむ環境教育を行う。

環境課 ● ●

地域環境啓発事業 地域の環境美化のため、ごみの不法投棄の未然防止や犬のふん害防止の
啓発活動を行う。 環境課 ● ●

安全で安心なまちをつく
る

防災・防犯 自主防災組織活動支援事
業

災害時における地域住民の迅速な避難や対応が図れるようにするため、各
地域に自主防災組織を設置し、その活動支援として、自治会、自主防災会、
サークル等に対し手軽に防災の知識が身につくよう出前講座などの取組を
行う。
　また、自主防災活動を行うため、自治会が必要となる資機材の購入に対す
る補助を行う。

総務課 ● ●

風水害対策事業 災害時における迅速な活動が行えるようにするため、防災関係機関・事業所
及び住民が一体となって総合的な防災訓練を実施する。また、水害から住民
の生命、財産を守るため、水防体制の強化、水防工法の習得と技術の錬磨
を図るための訓練を実施する。 総務課 ● ●

第４次城陽市総合計画
後期基本計画

災害に強いまちをつくる 防災対策の推進 城陽市地域防災計画に基づき、地震災害や風水害に対応するため、災害に
関する情報の迅速な伝達など、総合的な防災対策を推進する。特に木津川
破堤による浸水被害を防止するため、国において大規模な堤防強化工事が
実施されており、今後も引き続きその実施を要請していく。
　また、災害に備えるため、ライフラインの収容空間である道路など公共構造
物の耐震性の向上に努めるとともに、避難所および備蓄品の整備を進める。
さらに、近隣自治体及び同一災害での被災リスクが低い自治体との間で相
互応援協定を締結するとともに、市民の生活必需品等の安定確保のため、
各種事業者と物資等供給協力の協定の締結を進める。また、自主防災組織
との適切な役割分担のもと、総合的かつ継続的な支援体制を構築する。
　災害の発生を防止するため、防災パトロールを強化し、災害の危険箇所の
把握を行い、適切な対応に努める。

防災課

24年
～28
年

● ●

地域自主防災組織の育成 市民の防災意識を高め、地域における防災体制を強化するため、地域自主
防災組織を育成・支援する。 防災課 ● ●

快適なまちづくり 城陽らしいまちなみを創
造し保全する

自然景観の保全と創出 東部丘陵地の自然環境の保全に努めるとともに、山砂利採取跡地も含めた
東部丘陵地全体が調和し、豊かな自然環境となるようにその再生を推進す
る。
　また、木津川などの水辺空間については、良好な河川景観の保全と緑あふ
れるやすらぎ空間を創造する。

都市計画課 ● ●

水と緑のネットワーク 潤いのある美しい都市環境を創出するため、主要な河川、文化財、公園・緑
地などを核となる施設と位置付け水と緑のネットワークの充実に努める。 ● ● ● ●

浸水被害の軽減と環境に
優しい川づくりを推進する

水辺環境の整備と維持管理
の充実

水辺空間においては、今池川ポケットパークをはじめ、市民の憩いの場を創
出していくとともに、市民参加の河川美化活動への支援を強化し、市民と行
政が協働して河川の美化や維持管理に努める。

土木課
管理課 ● ●

久
御
山
町

城
陽
市

（参考資料２）
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自治体
名

計画名 事業分野等1 事業分野等2 事業名等 事業内容 担当部局 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災

第４次井手町総合計画
美しいまちと安全でや
すらぎのある暮らしを守
る

自然環境 自然環境

・自然環境の保全（自然環境および自然景観の復元、住民への意識
啓発と活動支援）
・自然環境の活用
・豊かな自然環境のＰＲ

21年
～27
年

● ● ●

循環型社会・低炭素社会 循環型社会・低炭素社会
・快適な生活環境の保全
・環境学習・環境教育の推進 ● ●

防災・地域安全 防災・地域安全

・防災基盤・防災体制の整備（治山・治水対策の推進、災害時におけ
る防災体制の強化、耐震性能の向上）
・誰もが安心して暮らせる災害に強いまち、事故や犯罪のないまちづ
くり

●

快適な暮らしの基盤を
つくる

上下水道・河川 上下水道・河川

・下水道供用開始、水洗化などから河川の水質保全、健康で快適な
暮らしを送れるまちをめざす。
・河川環境の整備（水辺空間の整備と環境の保全、水質保全対策の
推進）

● ● ● ●

豊かに人が育つまちを
つくる

生涯学習・生涯スポーツ 生涯学習・生涯スポーツ
生涯学習の推進（学習機会の充実、学習施設の充実）

●

ふれ合いつながるまち
をつくる

住民活動支援 住民活動支援

住民主体のまちづくり活動への支援（各種団体活動の活性化と新し
い住民組織の育成、地域づくり交流ネットワーク事業の推進、井手
町まちづくり協議会活動の支援）

●

協働のまちづくりの推
進

住民と行政のパートナー
シップの強化

住民と行政のパートナーシッ
プ強化

・まちづくりへの住民参加の促進（住民啓発の促進、まちづくりリー
ダーの育成、活動拠点の整備充実、「新しい公共」の育成）
・行政の住民活動への参加（行政の住民活動への参加促進） ●

和束町第４次総合計画

学校教育
学力の充実・向上と個性や
能力の伸長

和束町の茶業・茶文化や農業、林業、自然、歴史などについて学び、ふるさ
とに愛着と誇りをもてるよう、地域の人材や資源を活用したふるさと教育の充
実を図ります。

●

社会教育 生涯学習プログラムの充実
学校・地域社会の教育的資源を積極的に活用するとともに、人材バンクの
設置など、地域の指導者の確保と生涯学習ボランティアの育成を図り、生涯
学習の振興に努めます。

●

防災 防災体制の整備 災害時要援護者の支援のネットワークをつくり、災害時の対応を定めます。 ● ●

河川環境 河川環境の整備

和束町のシンボルである和束川について、環境を保全し、河川に親しめる空
間を創出するため、除草、散策路整備などの環境整備や修景を働きかけま
す。
　 河川の散乱性ごみを除去するなど、住民が主体となった河川美化運動を
促進します。

● ●

環境 不法投棄防止
河川や幹線道路のポイ捨てごみ対策としては、沿道看板で呼びかけます。
また、住民による身近な地域や和束川の環境美化運動を積極的に進めると
ともに、これらの取組に対し支援を行います。

● ●

住民･事業者･行政が
共に進める協働プログ
ラム

住民参画のまちづくり 主体的な住民活動の推進
まちづくりに貢献するＮＰＯや地域住民が主体となって地域やテーマごとに
自主的な活動を進められるよう、積極的に支援します。

●

第４次八幡市総合計画第９次
実施計画

市民活動情報サイト運用 市内の文化・スポーツ・ボランティア団体など各種団体やNPO法人等の活動
状況等を紹介し、相互交流を図るサイトを管理・運用する。

秘書広報課

24～26
年 ●

清らかな水を確保する 学校教育 社会人による学習支援 こころとからだを育む事業として、文化・スポーツに精通した社会人による学
習支援を行う。全小中学校で実施。 学校教育課 ●

生活環境 美しいまちづくり推進 環境基本計画の実現を図ることを目的に、「八幡市美しいまちづくりに関する
条例」の遵守について啓発し、市民協働によりまちの美化を推進する。

環境保全課 ● ●

自然空間と生態系を守
る

美しいまちづくりまかせて！
事業

「八幡市美しいまちづくりに関する条例」に基づき、市と協定し一定区画の公
共の場所等の環境美化活動を行う事業者・市民等に対して掃除用具等の支
援を行う（アダプト制度）。

環境保全課 ● ●

不法投棄対策 環境パトロールや相談・苦情等に基づき、不法投棄対策を総合的に推進す
る。 環境保全課 ●

和束を担う次世代の
人づくり協働プログラム

自然を守りともに暮らす
協働プログラム

八
幡
市

23年～
27年

和
束
町

井
手
町
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自治体
名

計画名 事業分野等1 事業分野等2 事業名等 事業内容 担当部局 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災

循環型社会 環境まつり 環境をテーマにしたイベントを城南衛生管理組合及び構成３市２町主催で開
催する。 環境業務課 ●

文化観光資源を整備
し、まちづくりに生かす

景観 歴史街道計画推進 歴史や文化資産を活かした個性と魅力ある地域づくりを進めることを目的と
して、歴史街道計画に基づく事業実施について景観等の検討を行うため、八
幡市歴史街道計画検討委員会を設置し、歴史街道計画の取組を推進する。 都市計画課 ● ●

七夕まつり 木津川・宇治川・桂川の三川が合流する淀川三川合流域は、歴史・文化・自
然が豊かな地域であり、このイベントを通じて淀川三川合流域の魅力を多く
の人に知ってもらうため、ＮＰＯ・八幡市・京都府等で組織する実行委員会に
より開催する。

商工観光課 ●

上下水道 水に対する意識啓発 水道週間（6月1日～7日）を活用して、市民に向けて上水道事業についての
啓発活動を行う。 水道総務課・水道工務

課 ● ●

公園・緑地・河川 淀川三川合流域交流拠点
整備事業

三川合流域の自然・歴史環境や文化的な特性を生かした公園整備等の調査
を行い、広域交流拠点として整備する。 まちづくり推進課 ● ●

防賀川改修工事 浸水防止や自然にやさしい河川環境を創造の創造をめざし、全面改修事業
の促進を図る。 道路河川課 ● ●

やすらぎと潤いの回廊づくり 市民や来訪者が、自然や歴史・文化・観光関連施設等を安全で安心して周
遊できるように、京都府と連携し、河川・緑地空間・既存道路を活用した自転
車・歩行者道の整備を行う。

道路河川課 ● ●

出前講座（防災） 災害時における自助・共助をテーマに、市職員が市民のもとに出向いて行う
出前講座を実施する。 総務課 ●

自主防災組織訓練等指導 自主防災隊（会）、自治会の防災訓練及び防火座談会等に対して指導を行う
と共に、防災意識の向上に努める。 予防課 ●

広域行政 淀川三川合流域地域づくり
推進協議会

淀川三川合流域において、国、京都府、大阪府、及び両府内の関係市町が
検討・策定した「淀川三川合流域地域づくり構想」の実現に向け、連携した取
組を行う。

政策推進課 ●

淀川舟運整備推進協議会 京都・大阪の10市町で構成される淀川舟運整備推進協議会において、淀川
における舟運整備事業の推進を図り、地域の発展に寄与する事業の推進を
図る。

政策推進課 ●

第3次京田辺市総合計画 心にうるおいのあふれ
るまちづくり

自然と共生する美しいま
ち

草内木津川運動公園
整備事業

木津川河川保全利用委員会の提言を踏まえ、自然環境に配慮した事業計画
を策定し、草内木津川運動公園の整備を行う。

建設部
施設整備課

24年
～26
年

● ●

防賀川公園整備事業 防賀川の切下げ改修後に創出された空間を利用し、東西地域の新たな地域
交流の場、更には災害時の防災拠点として防賀川公園の整備を行う。

建設部
施設整備課 ● ● ● ●

精華町第4次総合計画

明日の地域を担う　心
豊かな人づくり

「生きる力」を育てる学校
教育の推進

体験学習の推進

地域の特色を生かした体験的な学習を積極的に取り入れ、環境に対する豊
かな感性と、環境に配慮した生活や行動ができる実践的態度を育む。職場
体験・農業体験・ボランティア活動など、地域の特色を生かした体験的な学習
を積極的に取り入れ、豊かな感性や主体的に行動する実践的態度や能力の
育成を図る。

14年
～24
年
● ● ● ●

体系的な生涯学習の仕
組みづくり 生涯学習推進体制の整備

社会のさまざまな教育機能の相互の関連性に考慮しながら、生涯学習を総
合的・計画的に推進していくために、府や近隣市町村、また、学研都市に立
地する大学や企業など連携を図りながら、全町的な生涯学習推進組織を設
置する。

●

人と自然との共生をめ
ざすまちづくり

地球環境問題への対応 啓発活動への推進

住民や事業者の活動を促進するため、環境に関する各種講座やイベント等
の開催など、地球環境保全に向けた各種の普及啓発を行うとともに、NPOや
事業者等の取り組みへの支援などに努める。 ●

環境教育・環境学習の推進

住民の自主的な環境学習を推進するとともに、総合的・計画的な環境教育・
環境学習に努める。また、地域や企業などにおける環境学習への支援に努
める。人間と環境とのかかわりについての理解を深め、身近なところから具
体的な行動を進めることについて、早期から自覚を促すため、学校教育や幼
児教育における環境教育・学習の充実を図る。

●

広域連携の推進
本町単独では解決できない環境問題については、近隣自治体や関係機関な
どとの連携・協力によって対応を図る。また、住民・事業者やNPOなどが自主
的に行う環境保全の広域連携などに対し、情報提供などの支援に努める。

●

八
幡
市

精
華
町

京
田
辺
市
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自治体
名

計画名 事業分野等1 事業分野等2 事業名等 事業内容 担当部局 年度
河川
美化
環境
保全
啓発
その他

広報
自然
観察
水利用
等
防災

自然環境の保全・再生・
創造

自然に親しむ環境づくり

河川等の空間については、親水・防災等の機能を加えたうるおいのある環境
づくりを進める。また、河川等の美化の啓発に努めるとともに、不法投棄の監
視、住民ボランティアによる清掃活動の支援等により、河川環境の保全に努
る。

● ● ● ●

快適環境の保全・創造と
安全で健康な環境づくり

快適な環境の保持

清潔でうるおいのある快適な環境を形成するため、ペットの適正飼養、公共
空間や自然地でのゴミのポイ捨てや不法投棄の防止・除去に努めるととも
に、市街地緑化を推進する。 ● ●

環境美化運動の推進
クリーン・リサイクル活動等への支援を積極的に行うなど、住民ぐるみの環境
美化活動を推進する。また、まちの美化に関する各種広報活動や啓発活動
を通じて、住民意識の高揚に努め、ゴミを捨てない環境づくりに努める。

● ●

自然災害対策

災害を未然に防ぐために、地すべり危険区域など災害危険個所の防災パト
ロールの充実や、防災意識の高揚と指導を強化するとともに、関係機関と連
携を図りながら、危険個所における治山水対策を計画的に講じる。また、災
害発生時における被害を最小限に食い止めるため、水防資器材の整備を図

●

まとまりあるまちの形成
計画的な土地利用の推
進

環境保全に対応したまちづく
りの推進

地球的規模の環境保全が世界中で議論されている今日、行政と住民、さらに
企業や開発事業者などが一体となり、自然環境に配慮した開発・整備を進め
る。

● ●

まちづくりの基盤づくり 河川の整備 水質の保全
河川へのゴミの不法投棄に関する規制強化を図るとともに、河川美化の啓発
に努める。また、河川の浚渫・除草を住民の協力を得て定期的に行うなど河
川環境の保全に努める。

● ● ●

快適な居住環境づくり 公園・緑地の整備
水と緑のネットワーク化の推
進

木津川及び支流河川沿いでの自転車道や歩道などによって名所旧跡や集
落、公園・緑地や豊かな自然を結ぶ水と緑のネットワーク化に努める。 ● ●

第1次木津川市総合計画
個性を活かした魅力あ
る地域文化の創造

歴史・文化・伝統を背景と
した地域の文化創造活動
の促進

木津川流域文化ネットワー
クの形成

古代より木津川の水運を介して連携してきた歴史を踏まえて、木津川流域の
文化交流ネットワークの創造を図る。 ●

豊かな心を育む教育・
文化の創造

生涯にわたる学習機会の
充実

生涯学習の推進と環境づく
り

豊かで活力ある地域社会を築き、心の豊かさや生きがいのある人生を送る
ためには、住民一人ひとりが自主的、自発的に学習することが出来る環境を
整備することが必要です。このため、学習ニーズに応じた多様な学習の機会
や情報の提供、施設の充実を図るとともに、関連施設と連携しつつ、それぞ
れの施設を有効に活用しながら学習環境の充実に努める。

●

連携を強め地域を支え
るネットワークの創造

水・緑・歴史のネットワー
クの形成

木津川や旧奈良街道の保
全と活用

古来より水運としての役割を果たしてきた木津川や奈良と京都を結ぶ旧奈良
街道や三重とを結ぶ旧伊賀街道を歴史文化軸としてとらえ、木津川市の歴
史的文化的遺産の保全と観光資源としての活用を図る。 ● ● ●

環境と調和した持続可
能なまちの創造

地球環境と身近な自然の
保全と継承

身近な自然の保全と活用

木津川や周囲の里山等の身近にある豊かな自然環境を次世代に引き継い
でいくため、自然環境の保全に向けて市民と行政との協働による様々な取り
組みを進める。周囲の環境との調和に配慮した公園・緑地の整備や宅地内
緑化、農地の保全など市民のニーズに対応した緑化施策を推進する。

●

環境負荷を低減する生活
環境づくり

環境教育の推進

住民、団体、事業者、学校、行政等において、環境保全に対する認識が深ま
り、それぞれの立場での取り組みや連携した活動が進むよう、環境に関する
情報提供の充実を図り、日常生活や事業・学校活動の中で環境啓発活動を
進める。

●

環境への負荷が少ない循環
型社会の構築

市民、行政のそれぞれが省資源や省エネルギーに対する意識を持ち、生
産、消費、再生、廃棄等を通じて、環境負荷を低減する生活環境づくりを進
め、持続可能な循環型社会の構築を進める。

● ●

まちづくりへの参画と協
働の創造

市民と行政のパートナー
シップの推進

市民と行政との協働体制の
確立

市民が、地域で行われている活動や地域の枠を超えたボランティア・NPO等
の市民活動に積極的に興味を持ち、市民自ら解決する活動が盛んになって
きています。多様化・複雑化・高度化する地域課題を解決するため、市民と
行政など多様な担い手が、それぞれの役割から協働し、市民が地域に愛着
を持っていきいきと暮らす街づくりに取り組む。

●

木
津
川
市

精
華
町
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（参考資料３）　京都府河川事業（木津川流域圏）

作成
年
対象河川 概要 整備区間

谷川
（防賀川）

整備区間①：大谷川の科手樋門から旧大谷川流入点まで延長約1300ｍ：河道掘
削、橋梁改築等
整備区間②：防賀川の大谷川合流点から上津屋樋門分岐点まで延長約2200ｍ：
河道掘削、築堤、橋梁改築等
整備区間③：防賀川の虚空蔵谷川流入点から手て原川横断地点まで延長約3160
ｍ：河道掘削、築堤、橋梁改築等
整備区間④：防賀川の新西浜樋門から馬坂川流入点まで延長約1050ｍ：河道掘
削、築堤、橋梁改築等
整備区間⑤：防賀川の近鉄京都線横断地点から一級起点より下流約500mまで延
長約760ｍ：天井川の切り下げ、橋梁改築等
整備区間⑥：馬坂川の近鉄京都線横断地点から一級起点より下流約200mまで延
長約600ｍ：天井川の切り下げ、橋梁改築等

　大谷川（防賀川）は、「河川の流下能力」、「川沿いの資産の有無」、「関連計画との整合」を考慮
し、下記の区間を整備対象区間として設定し、概ね50年に1回程度の降雨により予想される洪水を安全
に流下させることを目標に整備する。
　主に河道掘削および引堤を実施し、流下能力の向上を図るとともに、天井川区間では天井川の切り下
げを行い氾濫時の被害の軽減を図る。また、上記整備区間のほか、木津川への樋門設置など関係機関と
調整が必要な区間や、手原川・天津あまつ神かみ川かわ横断部の管渠の老朽化に対応する補強等につい
ても整備の検討を進める。
　防賀川には、カネヒラをはじめとした多様な生物が生息しているため、河道の掘削の際は、カネヒラ
等、タナゴ類の繁殖に欠かせない二枚貝の生息環境が復元可能な施工方法を採用するなど、現状の自然
環境を保全し、生態系への影響をできるだけ抑えるように努める。また、河川に生息する生物（有用種
や在来種）の縦断的な往来を考慮し、必要に応じて落差工部に魚道を設置するなど上下流の連続性に配
慮するとともに、川床の幅を広くし、自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図り、護岸には景観
や生物の育成・生育に配慮したブロック等を使用するなど、河川に生息する生物の生息・生育・繁殖環
境の保全、復元および創出に努める。天井川区間でも同様の方針のもと実施する。

淀
川
水
系
木
津
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

H24.5
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作成
年
対象河川 概要 整備区間

H24.5 煤谷川 　煤谷川は、「河川の流下能力」、「川沿いの資産の有無」、「関連計画との整合」を考慮し、下記の
区間を整備対象区間として設定し、概ね50年に1回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下させ
ることを目標に整備する。
　河道掘削および築堤を実施し、流下能力の向上を図るとともに、現状の自然環境を保全し、生態系へ
の影響をできるだけ抑えるように努める。 なお、本整備区間には取水堰が多く存在することから、河
川に生息する生物の縦断的な往来を考慮し、必要に応じて横断構造物には魚道等を設置するなど上下流
の連続性に配慮するとともに、川床の幅を広くし、自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図り、
護岸には景観や生物の育成・生育に配慮したブロック等を使用するなど、河川に生息する生物の生息・
生育・繁殖環境の保全、復元および創出に努める。

整備区間：川原橋から上煤谷橋より上流約200mまで延長約3050ｍ：河道掘削、
築堤、橋梁改築等

赤田川 　赤田川は、「河川の流下能力」、「川沿いの資産の有無」、「関連計画との整合」を考慮し、下記の
区間を整備対象区間として設定し、概ね50年に1回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下させ
ることを目標に整備する。
　赤田川では、木津川合流点の赤田川樋門の改築と合わせて、河道掘削、河道付替、引堤を実施し流下
能力の向上を図るとともに、現状の自然環境を保全し、生態系への影響をできるだけ抑えるように努め
る。 なお、河川に生息する生物の縦断的な往来を考慮し、必要に応じて落差工部に魚道を設置するな
ど上下流の連続性に配慮するとともに、川床の幅を広くし、自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成
を図り、護岸には景観や生物の育成・生育に配慮したブロック等を使用するなど、河川に生息する生物
の生息・生育・繁殖環境の保全、復元および創出に努める。

整備区間：木津川合流点から京内橋まで延長約2100ｍ：河道掘削、築堤、橋梁
改築等
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H24.5 大井手川 　大井手川は、「河川の流下能力」、「川沿いの資産の有無」、「関連計画との整合」を考慮し、下記
の区間を整備対象区間として設定し、概ね30年に1回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下さ
せることを目標に整備する。
　大井手川では河道掘削、河道付替により流下能力の向上を図る。また、中流部の河岸には樹木が繁茂
し、ゲンジボタルの生息が確認されているため、コンクリート面を極力減らし水際部に変化をもたせる
など、生態系への影響をできるだけ抑えるように努める。 なお、河川に生息する生物の縦断的な往来
を考慮し、必要に応じて落差工部に魚道を設置するなど上下流の連続性に配慮するとともに、川床の幅
を広くとって自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図り、護岸には景観や生物の育成・生育に配
慮したブロック等を使用するなど、河川に生息する生物の生息・生育・繁殖環境の保全、復元および創
出に努める。

整備区間：木津川合流点から上流端まで延長約1700ｍ： 河道掘削、橋梁改築等
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